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申請書様式一式の記入例1
令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

1. 戸建住宅の記入例

戸建交付申請書（様式第1）

書類の作成日を記入してください。
※公募期間内の日付でなければ、受理されないのでご注意ください。

氏名は住民票のとおりに
記入してください。

手続代行者がいる場合のみ
記入してください。

代表者氏名は役職名から
記入してください。

住所は都道府県から
記載してください。
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戸建交付申請書（様式第1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

申請者の連絡先情報を記入
してください。

改修工事をする住宅の住所を住居表示
にて記入してください。

申請内容に係る一連の工事予定期間を
記入してください。

所有区分、居住区分を
選択してください。

他の補助金への申請有無を選択してください。
有の場合、右記の注意事項を確認の上、■を選択してください。

総括表の補助金交付申請額(E)が自動計算にて転記されます。

・問合わせ等で確実に対応できる実務担当者を記入してください。
・E-mailアドレスをお持ちの場合、必ず記入してください。
・緊急時に連絡が取れる連絡先を記入してください。
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申請書の提出をもって同意したとみなしますので、
誓約内容について熟読してください。

戸建暴力団排除に関する誓約事項（別紙1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業
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該当する地域区分を選択してください。

太陽光発電システム等の
設置状況を選択してくだ
さい。設置している場合、
売電契約（FIT契約）の
有無と契約終了時期を記
入してください。

明細書で算出された補助
対象経費が自動で転記さ
れます。

　　　の金額が見積書に
よる補助対象経費より高
い場合は、見積書による
補助対象経費が上限とな
ります。
その場合は、　　　内に
見積書による補助対象経
費を記入してください。

※見積書による補助対象経費につ
いては財団のホームページの「よ
くあるご質問」をご参照ください。

戸建総括表（定型様式1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

求積表で算
出した各面
積及び改修
率を転記し
てください。

早見表使用の有無及び、公募
要領のエネルギー計算結果早
見表より、該当する組合せ番
号を記入してください。

明細書で算出された補助
申請額が自動で転記され
ます。

設備の補助申請額（G）が
高性能建材の適用補助申
請額（C）を上回った場合、
（G)は（C)の金額が上限と
なります。

工事対象住宅に該当する工法を選択してください。
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財団のホームページに掲載している対象
製品番号ごとのλ値を記入してください。補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する

場合は、p36を確認のうえ入力してください。

該当する種別をプルダウンより選択してください。
＜選択肢＞
・吹込・吹付  ・吹込・吹付以外  ・真空断熱材

上記の明細書をもとに自動計算されます。

戸建明細書（定型様式2） 断熱材（1／2） 

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

求積表と整合性をとって
記入してください。

総括表より自動で転記されます。

吹込・吹付を申請する場合は、指定施工業者の情報を記入してください。

求積表で求めた施工面積を転記してください。

行が足りない場合は、シートをコピーして作成してください。
※行の挿入不可
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行が足りない場合は、コピーしたシートに入力してください。

コピーしたシートの合計金額も総括表（定型様式1）の補助対象経費欄に反映されます。

戸建明細書（定型様式2） 断熱材（2／2） 

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

シートをコピーした場合は、ページ数を入力してください。
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使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

戸建明細書（定型様式2） 窓

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

上記の明細書をもとに自動計算されます。

行が足りない場合は、シートをコピーして作成してください。
※行の挿入不可

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。
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使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

戸建明細書（定型様式2） ガラス

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

窓番号は平面図、
ガラス番号は姿図と
整合性をとって記入
してください。

上記の明細書をもとに自動計算されます。

ガラス番号例示
AW-5－①・②

① ②

行が足りない場合は、シートをコピーして作成してください。
※行の挿入不可

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。
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戸建明細書（定型様式2） 設備

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

上記の明細書をもとに
自動計算されます。

上記の明細書をもとに
自動計算されます。

上記の明細書をもとに
自動計算されます。

該当する保証年数を選択してください。

補助対象製品の設置に必要な経
費の内、補助対象となる工事費
を一式で記入してください。

該当する種目をプルダウンより
選択してください。 
<選択肢>
・全熱交換 ・顕熱交換

ヒートポンプユニットの金額欄に
合計金額を記入してください。

熱交換率が65%に満たない製品は補助対象となりません。

選択した保証年数と
初期実効容量により、
目標価格が自動計算
されます。

行が足りない場合は、シートをコピーして作成してください。
※行の挿入不可
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戸建誓約書（定型様式3）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

誓約書の内容を確認の上、
自署してください。
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

平面図、求積図、求積表の記載例

【補助対象床面積及び各部位の施工面積算出における図面の作成例】

算出条件：組合せ番号１

改修部位：天井、外壁、床、窓

※天井・外壁・床の面積は壁芯寸法で求めること。

1-1. 建築図面等の記載例 戸建

①改修後の平面図より、全体の延べ床面積を算出

2階平面図

階 番号

1階

①

計算式（mm）

910×4,550

床面積（㎡）

4.1405

② 9,555×6,370 60.86535

③ 4,550×2,730 12.4215

1階合計 77.42735

＜床面積求積表（1階）＞

階 番号

2階 ①

計算式（mm）

10,465 ×6,370

床面積（㎡）

66.66205

2階合計 66.66205

＜床面積求積表（2階）＞

1階2階の合計延べ床面積：77.42+66.66＝144.08㎡番号は図面等と
整合性をとる。

1階、2階それぞれの床面積合計
の小数点第3位を切捨て、延べ
床面積を算出する。

1階求積図 2階求積図

6,
37
0

4,
55
0

Ｎ

10,465

6,
37
0

①
①

②

③

4,5509,555910

2,
73
0
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

②対象住宅の平面図より、断熱改修する居室等及び改修部位を決める

対象箇所に
マーキングをする。

当該箇所に着色する等のマーキングをする。また、窓を改修する場合は窓番号を付番する。

・・・補助対象床面積部

この例では、以下の組合せ番号及び改修部位を選択したものとする。

・組合せ番号：Ｎｏ．１

・改修部位：天井、外壁、床、窓
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AW-9

AW-7

PW-2 PW-1

AW-8

AW-2
AW-3

AD-1AW-5 AW-4

AW-6

全ての対象窓に
付番をする。
全ての対象窓に
付番をする。
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

③改修率の計算をする（②で選択した断熱改修する居室等の床面積）

階 番号

1階

①

計算式（mm）

6,370×6,370

補助対象床面積（㎡）

40.5769

② 4,550×2,730 12.4215

③ 4,095×1,365 5.589675

④ 1,820×1,820 3.3124

⑤ 2,275×1,820 4.1405

1階合計 66.040975

＜補助対象床面積求積表（1階）＞

階 番号

2階
⑥

計算式（mm）

8,645×6,370

補助対象床面積（㎡）

55.06865

⑦ 1,820×3,640 6.6248

2階合計 61.69345

＜補助対象床面積求積表（2階）＞

1階2階の補助対象床面積合計：66.04+61.69＝127.73㎡番号は図面等と
整合性をとる。

1階、2階それぞれの補助対象床面積合計の小数点第3位を切捨て、補助対象床面積を算出する。

改修率 ×　100 88.6 →　88％＝ ＝
144.08㎡（延べ床面積）

127.73㎡（補助対象床面積合計）

前頁の①で算出した「延べ床面積」と「補助対象床面積合計」で改修率を算出し、
少数点第1位は切捨てして整数とする。公募要領の早見表で改修率が上回っているか確認する。

1階求積図 2階求積図Ｎ
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0
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36
5
1,
36
5
1,
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2,
73
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3,
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①

②
③

④⑤

6,
37
0

8,645 1,820

3,
64
0

2,
73
0

⑥
⑦

外
接
床

浴室の床及び玄関等の土間床は断熱改修工事が困難な場合も、
当該部分は「補助対象床面積」として改修率へ算入できる。
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

①【天井】施工面積

②【外壁】施工面積

天井求積図

計算式（mm）

10,465×3,640

1,820×2,730

8,645×2,730

4,550×2,730

断熱改修施工面積（㎡）

38.0926

4.9686

23.60085

合計 79.08355

＜【天井】施工面積求積表＞

番号

①

②

③

12.4215④

※屋根断熱の場合も、勾配を考慮せず天井の水平投影面積とする。

※外壁の各階の高さは一律2.4ｍとする。
※開口部の面積を引いた外壁の面積を外壁全体の面積で除したものとし、一律0.75とする。
　（開口部は玄関ドア、窓、換気口等を含む）。

1階、2階それぞれの施工面積合計の
小数点第3位を切捨て、外壁の施工
面積を算出する。

【天井】施工面積合計：79.08㎡

①～④のそれぞれの施工面積合計の小数点第3位を
切捨て、天井の水平投影面積を算出する。

：外壁改修部分

階 番号 方位

1階

①

長さ（mm）

15,015

断熱改修施工面積（㎡）

35.49m×2.4m×0.75
② 10,920

③ 6,370

④

南

北

東

西 3,185

1階小計 63.882

＜【外壁】施工面積求積表＞

階 番号 方位

2階

⑤

長さ（mm）

10,465

断熱改修施工面積（㎡）

29.12m×2.4m×0.75
⑥ 8,645

⑦ 3,640

⑧

南

北

東

西 6,370

1階小計 52.416

【外壁】１階２階の施工面積合計：63.88 + 52.41＝116.29㎡

1-2. 各部位の施工面積の求め方 戸建

天井断熱 天井断熱

天井断熱屋根断熱

下屋部分

10,465 4,550

8,645 1,820 4,550

3,
64
0

2,
73
0

2,
73
0

3,
64
0

②③

④①

番号は図面等と
整合性をとる。

外壁改修の対象箇所に
マーキングをする。

1階平面図 2階平面図
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

③【床】施工面積

1階床求積図 2階床求積図

階 番号

1階

①

計算式（mm）

6,370×6,370

断熱改修施工面積（㎡）

40.5769

② 4,550×2,730 12.4215

③ 4,095×1,365 5.589675

④ 1,820×1,820 3.3124

⑤ 4,095×1,365 5.589675

⑥ 1,365×1,820 2.4843

1階小計 69.97445

＜【床】施工面積求積表（1階）＞ ＜【床】施工面積求積表（2階）＞

【床】１階２階の施工面積合計：
69.97＋1.65 ＝ 71.62㎡

階 番号

2階 ⑦

計算式（mm）

910×1,820

断熱改修施工面積（㎡）

1.6562

２階小計 1.6562

番号は図面等と整合性をとる。

1階、2階それぞれの施工面積合計の小数点第3位を切捨て、施工
面積を算出する。

図1 断熱対象直下床断熱の考え方

・2階を断熱改修する居室等にした場合、１階が非対象の
場合でも、直下（水平投影）の床（⑤⑥）は断熱改修が
必要となる。ただし、土間部分は改修しなくてもよい。

・2階貼り出し床（⑦）は、外皮扱いになるので断熱改修
が必要になる。

断熱改修する居室等

非対象の居室等

外皮（外気に接する床）

外皮（その他の床）

土間

ポーチ

玄関ポーチ
の上部

⑦

⑤⑥

断熱改修が
必要となる

玄関ホールとトイレの
断熱改修が必要となる

Ｎ

3,
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0
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0
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0
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0
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0
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①

②
③

④

⑤

⑥ポ
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チ

⑦の玄関ポーチ上部は外皮になるので、ホール2
床部の改修を行う必要がある。（図1参照）

２階のホール2、書斎、子供室から投影される１階床部分は断熱改修の対象になる。なお、
玄関土間床は改修しなくてよいので、⑤玄関ホール、⑥トイレ1の改修を行う。（図1参照）

改修率の計算では「浴室」の床面積を含めていたが、実際に
断熱改修をしない場合は、施工面積には含めない。
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

住宅の延べ床面積を算出してください。1

断熱改修する居室等と部位(天井・外壁・床・窓・ガラス)を決めてください。2
・居間又は主たる居室（就寝を除き日常生活上在室時間が長い居室等）は必ず選択してください。

・導入する断熱材及び窓は、原則、改修する居室等の外皮部分（外気に接する部分）全てに設置・施工す

る必要があります。

・補助対象となるのは、原則、外皮部分（外気に接する部分）のみとなります。

・基礎断熱改修を行う場合、エネルギー計算結果早見表は使用できません。「個別エネルギー計算書」等

を提出してください（「■2 -3個別計算について」参照）。

改修率を計算してください。3

改修率（％） ＝ ×　100
延べ床面積（㎡）

補助対象床面積合計※（㎡）

改修率（％） ＝ ×　100 ＝　88.6（％）　→　88（％）
144.08（㎡）

127.73（㎡）

※補助対象床面積合計＝　 で選択した部位全て(天井を除く)を改修する居室等の床面積の合計2

＊参考例を基に計算
＊計算は全て小数点第3位切捨て

＜計算例＞

①住宅の延べ床面積を計算します。

延べ床面積＝144.08㎡

・1階の床面積が77.42㎡
・2階の床面積が66.66㎡の場合

②補助対象床面積を計算します。

補助対象床面積＝127.73㎡

・1階の床面積が66.04㎡
・2階の床面積が61.69㎡の場合

③改修率を計算します。

浴室の床及び玄関等の土間床は断熱改修工事が困難
な場合も、当該部分は「補助対象床面積」として改修率
へ算入できる。

小数点第1位は切捨てし整数で表記します。

住宅の床面積部

補助対象床面積部

＜参考例＞

1-3. エネルギー計算結果早見表の見方 戸建

戸建住宅のエネルギー計算結果早見表の見方を解説します。以下の手順にて、申請可能か確認してください。

1階平面図

2階平面図
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1階平面図

2階平面図

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

＜確認方法＞

＜参考例＞

①　 で決めた断熱改修する
　部位の組合せ（4～2部位）
②地域区分（1～8地域）

「エネルギー計算結果早見表」を確認してください。4

早見表で最低改修率に達しない場合は、見直しを行ってください。5

2
早見表で①②の交わる部分の改修率を確認。　 で求めた改修率が
早見表の改修率より上回っていれば申請ができます。

3

最低改修率（％）

断熱
部位数

組合せ
番号 天井 外壁 床 地域区分

1

25窓の改修、ガラスの改修床外壁天井14部位 25 25 25 25 25 25

25窓の改修、ガラスの改修外壁天井2

3部位

25 25 25 25 25 25

25床外壁天井3 25 25 25 25 25 25

25窓の改修、ガラスの改修床外壁4 25 25 25 25 25 50

25窓の改修、ガラスの改修床天井5 25 25 25 25 25 25

25外壁天井6

2部位

25 25 25 25 25 25

25床天井7 25 25 25 25 25 25

25窓の改修、ガラスの改修天井8 25 25 25 25 25 25

30窓の改修外壁9 30 40 40 40 40 70

40ガラスの改修外壁10 40 40 40 40 40 70

40床外壁11 40 40 40 40 40 100

40窓の改修床12 40 40 40 40 40 100

50ガラスの改修床13 40 40 40 40 40

100窓の改修141部位 100 100 100 100 100

2 3 4 5 6 7 8

窓・ガラス

個別
計算

◆エネルギー計算結果早見表（戸建住宅）

①断熱改修する部位の組合せ
　・天井、床、窓の3部位改修
　⇒組合せ番号：5
②地域区分：6
＊改修率：88％

＊早見表改修率との比較
88％≧25％

（判定：申請可能）

※選択部が「個別計算」と表記がある場合は、個別エネルギー計算書の提出が必要です。

・改修する居室等を増やし、改修率を上げる。

・断熱改修部位の組合せを変更する。

・「個別エネルギー計算書」等を提出する（「■2 -3個別計算について」参照）。

【注意事項】同一空間の考え方

間仕切りがなく、空間がつながっている場合（吹

抜け、階段等）は、同一空間と見なし、改修する

居室等に含んでください。

左記の図の場合、1階の居間・食堂を改修する場合

は、階段で空間がつながっているホール１も改修

する居室等に含む必要があります。
書斎
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1-4. 【断熱材】補助対象経費の求め方 戸建

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

■施工する断熱材のグレードが複数になる場合の算出例

＜施工面積（天井・外壁・床）を求めるときの注意事項＞
①天井・外壁・床の面積は壁芯で計測してください。

②異なるグレードの断熱材を2層以上重ね貼りする場合は、以下注意事項を厳守の上計算してください。

　・1層のみが計算対象となります。

　・グレード優先順位（Ｄ1＞Ｄ2 ＞Ｄ3 ＞Ｄ4）にて補助対象経費を計算してください。

③施工面積は補助単価と乗じる前に小数点第3位を切捨てしてください。

例1）【天井】異なるグレードの断熱材を施工した場合の補助対象経費

Ａ+Ｂ+Ｃ+D＝天井の補助対象経費

図1の場合、各施工面積に
各グレードの補助単価を乗じ、合計した金額が
天井の補助対象経費となります。

①10.465m×3.64m×D3の補助単価＝A
②1.82m×2.73m×D3の補助単価=B
③8.645m×2.73m×D4の補助単価＝C
④4.55m×2.73m×D2の補助単価＝D

図1 天井求積図：D2グレード
：D3グレード
：D4グレード

改修部分

例2）【天井】異なるグレードの断熱材を重ね貼りした場合の補助対象経費

E+Ｆ+G+H＝天井の補助対象経費

図2の場合、①の重ね貼りの部分は、
D3の補助単価が優先になります。（D3 ＞D4 ）
各グレードの補助単価を乗じ、合計した金額が
天井の補助対象経費となります。

①10.465m×3.64m×D3の補助単価＝E
②1.82m×2.73m×D3の補助単価=F
③8.645m×2.73m×D4の補助単価＝G
④4.55m×2.73m×D3の補助単価＝H

図2 天井求積図：D3グレード
：D4グレード

改修部分

＜天井の施工面積を求めるときの注意事項＞
①屋根断熱は水平投影面積で計算します。
②天井の補助単価は地域区分によって異なります。工事対象住宅の地域区分を確認の上計算してください。
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

例3）【外壁】異なるグレードの断熱材を重ね貼りした場合の補助対象経費

I+J+K＝外壁の補助対象経費

①：D2ｸﾞﾚｰﾄﾞ壁の長さ（a+b+c＋d+e）= 32.305m

　　32.305m ×2.4m ×0.75 ×D2の補助単価= I

②：D1ｸﾞﾚｰﾄﾞ壁の長さ（g）= 1.82m　　　  1.82m ×2.4m ×0.75 ×D1の補助単価= J

③：D3ｸﾞﾚｰﾄﾞ壁の長さ（f－g）= 1.365m　1.365m ×2.4m ×0.75 ×D3の補助単価= K

図３ １階平面図：D1グレード
：D2グレード
：D3グレード

改修部分

＜外壁の施工面積を求めるときの注意事項＞
①重ね貼り★部について：グレード順位が上位となっているｇ(壁の長さ：1.82ｍ)にて計算します。
　(参考)上図において、仮にｆのグレード順位がｇより上位になっている場合は、壁の長さ(3.185ｍ)に
　　　　計算します。この際、ｇは計算対象とはならないので注意してください。
②上記は1階の計算例です。2階以上を改修する場合も同様に計算してください。
③大屋根・片流れ屋根等の場合でも天井高は一律2.4ｍとします。

例4）【床】異なるグレードの断熱材を施工した場合の補助対象経費

L+M＝床の補助対象経費

図4の場合、施工面積①～⑥に
各グレードの補助単価を乗じ、合計した金額が
床の補助対象経費となります。

①～④施工面積：

　①40.5769㎥＋②12.4215㎥＋③5.589675㎥＋

　④3.3124㎥＝61.900475㎥

　　　　　61.900475㎥×D2の補助単価＝L

⑤～⑥施工面積：

　⑤5.589675㎡＋⑥2.4843㎡＝8.073975㎡

　　　　　8.073975㎥×D3の補助単価＝M

図4 １階床求積図：D2グレード
：D3グレード

改修部分

＜床の施工面積を求めるときの注意事項＞
①床を基礎断熱で改修する場合は、該当する床の合計面積を適用してください。
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図3の場合、重ね貼り★部は、D1の補助単価が
優先になります。（D1＞D3）各グレードの補助
単価を乗じ、合計した金額が外壁の補助対象経費
となります。 ｇ
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2. 集合住宅（個別）の記入例

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

集個交付申請書（様式第1）

書類の作成日を記入してください。
※公募期間内の日付でなければ、受理されないのでご注意ください。

氏名は住民票のとおりに
記入してください。

手続代行者がいる場合のみ
記入してください。

代表者氏名は役職名から
記入してください。

住所は都道府県から
記載してください。
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集個交付申請書（様式第1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

申請者の連絡先情報を記入
してください。

改修工事をする住宅の住所を住居表示
にて記入してください。

申請内容に係る一連の工事予定期間を
記入してください。

所有区分、居住区分を
選択してください。

他の補助金への申請有無を選択してください。
有の場合、右記の注意事項を確認の上、■を選択してください。

総括表の補助金交付申請額(E)が自動計算にて転記されます。

・問合わせ等で確実に対応できる実務担当者を記入してください。
・E-mailアドレスをお持ちの場合、必ず記入してください。
・緊急時に連絡が取れる連絡先を記入してください。
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集個

申請書の提出をもって同意したとみなしますので、
誓約内容について熟読してください。

暴力団排除に関する誓約事項（別紙1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業
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集個

工事対象住宅に該当する工法を選択してください。

延床面積を記入してください。

明細書で算出された補助
対象経費が自動で転記さ
れます。

総括表（定型様式1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

　　　の金額が見積書に
よる補助対象経費より高
い場合は、見積書による
補助対象経費が上限とな
ります。
その場合は、　　　内に
見積書による補助対象経
費を記入してください。

※見積書による補助対象経費につ
いては財団のホームページの「よ
くあるご質問」をご参照ください。

早見表使用の有無を選択してください。

該当する地域区分を選択してください。
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集個

使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

明細書（定型様式2） ガラス

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

窓番号は平面図、
ガラス番号は姿図と
整合性をとって記入
してください。

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

ガラス番号例示
AW-1－①・②

① ②

上記の明細書をもとに自動計算されます。

窓サイズを記入してください。

行が足りない場合は、シートをコピーして作成してください。
※行の挿入不可

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。
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集個

使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

明細書（定型様式2） 窓

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

上記の明細書をもとに自動計算されます。

行が足りない場合は、シートをコピーして作成してください。
※行の挿入不可

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。
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集個誓約書（定型様式3）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

誓約書の内容を確認の上、
自署してください。
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集全交付申請書（様式第1）

書類の作成日を記入してください。
※公募期間内の日付でなければ、受理されないのでご注意ください。

手続代行者がいる場合のみ
記入してください。

責任者を記入してください。

代表者氏名は役職名から
記入してください。

住所は都道府県から記入し、郵便物の届く
住所で部屋番号等まで記入してください。

3. 集合住宅（全体）の記入例

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業
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集全交付申請書（様式第1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

申請者の連絡先情報を記入
してください。

申請する住宅の所在地を記入してください。住所表示（番地等）が複数
棟により異なる場合は、○～○番地や○～○棟と入力してください。

申請内容に係る一連の工事予定期間を
記入してください。

申請者区分を
選択してください。

他の補助金への申請有無を選択してください。
有の場合、右記の注意事項を確認の上、■を選択してください。

総括表の補助金交付申請額(E)が自動計算にて転記されます。

・問合わせ等で確実に対応できる実務担当者を記入してください。
・E-mailアドレスをお持ちの場合、必ず記入してください。
・緊急時に連絡が取れる連絡先を記入してください。
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集全

申請書の提出をもって同意したとみなしますので、
誓約内容について熟読してください。

暴力団排除に関する誓約事項（別紙1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業
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集全

役員全員分の必要情報を記入してください。

役員名簿（別紙2）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

交付申請書の日付が自動で転記されます。
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集全

工事対象住宅に該当する工法を選択してください。

次頁以降の明細書で算出さ
れた適用補助算定額の合計
が自動で転記されます。

　　　の金額が見積書に
よる補助対象経費を1/3に
した額より高い場合は、そ
の金額が上限となります。
その場合は、　　　内に
見積書による補助対象経
費を1/3にした額を記入
してください。

※見積書による補助対象経費につ
いては財団のホームページの「よ
くあるご質問」をご参照ください。

総括表（定型様式1）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

様式1より転記されます。

早見表使用の有無を選択してください。

使用予定製品のガラスの中空層の厚さが、財団のホームページで
公表されている補助対象製品一覧にある最小中空層の厚さ
以上であることを確認の上、■選択してください。

該当する地域区分を選択してください。

33



「戸数合計」が定型様式1
総括表の「補助対象となる
戸数」と一致するか確認し
てください。

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

窓番号は平面図と整合性を
とって記入してください。

窓番号は平面図、
ガラス番号は姿図と
整合性をとって記入
してください。

ガラス番号例示
AW-3－①・②

① ②

住戸タイプと戸数を左詰めで記入してください。

下表の工法別明細から
住戸タイプごとに
自動計算されます。

行が足りない場合は、シートをコピーして作成してください。
※行の挿入不可

集全明細書（定型様式2） 

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する
場合は、p36を確認のうえ入力してください。
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集全誓約書（定型様式3）

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

誓約書の内容を確認の上、
自署してください。
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グレード
対象製品番号

戸建住宅 集合住宅（個別・全体）

断熱材

D1 D999999991
D2 D999999992
D3 D999999993
D4 D999999994

カバー工法窓取付・外窓交換
（樹脂又はアルミ樹脂複合等）

W1 W99999991

ーW2 W99999992
W3 W99999993
W4 W99999994
W6 ー W99999996

内窓取付 W5 W99999995

カバー工法（アルミ等） G1 ー G8888881
G2 G8888882

ガラス交換 G1 G9999991
G2 ー G9999992

(参考)補助対象製品一覧に記載されていない場合の対象製品番号一覧

令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

補助対象製品一覧に記載がない製品を使用する場合は、対象製品番号の欄には次の該当する番号を入力して

ください。
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補助対象確認書の記入例2
令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

1. 断熱材
メーカー名・規格等が異なる製品は、
シートをコピーのうえ別シートに入力してください。

＊1　(株)(有)等の省略をせずに、株式会社、有限会社と入力してください。
＊2　JIS規格番号を選択してください。
＊3　JIS規格を選択すると自動入力されるため直接入力しないでください。
＊4　当該JISの過去３年以内に認証（認証維持審査によるものを含む）を受けている認証番号を全て入力してください。
＊5　性能評価データを取得した性能評価機関は、当該断熱材について過去3年以内に性能評価を受けた第三者性能評価機関の名称を入力してください。
＊6　品質マネジメントシステム等の規格をプルダウンにて選択してください。
＊7　ISO9001、JIS Q 9001の認証番号をすべて入力してください。（JIS Q 17050の場合は‐（ハイフン）を入力してください。）

①　製品名を入力してください。

②　JISに則った種類等(吹込み用繊維質断熱材の場合は、JISに則った種類、製品記号)を入力してください。
※ 天井用の吹込み用繊維質断熱材は、「天井用」と断熱材の種類に追記してください。
 (例:吹込み用グラスウール断熱材 天井用 LFGW0952)

③　断熱材の形状を選択してください。

④　熱伝導率(λ値)[W/(m・K)]を入力してください(JIS Z 8401に従って、小数点3桁に丸めた値)。
※ 計算式や関数での入力は行わないでください。

⑤　熱伝導率(λ値)[W/(m・K)]を入力すると、以下に該当するグレードが自動入力されます。
D1: 0.022以下
D2: 0.023～0.032
D3: 0.033～0.041
D4: 0.042以上

「JIS規格の有無」を選択すると、
入力が必要な箇所が黄色表示されます。

・有（JIS規格）
・有（JIS規格準拠）
・有（JIS認証未取得）
・無（JIS規格外）

① ② ③ ④ ⑤

マット系 ボート系 吹込 吹付 その他

<注意事項>
1. 計算式や関数での入力は行わないでください。
2. 環境依存文字((株)やローマ数字)は使用しないでください。
3. ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えて記入してください。
例:I→I(アイ) II→II(アイアイ) V→V(ブイ) X→X(エックス) 
4. 黄色になるセルは全て入力してください。
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

2. 窓

*1 (株)(有)等の省略をせずに、株式会社、有限会社と入力してください。

①　建具の仕様・改修工法を選択してください。

②　シリーズ名又は製品名を入力し、防火仕様の製品は、製品名に(防火)を記入してください。 
　　ただし、テラスドア、勝手口ドア等を申請する場合は製品名を記入してください。

③　ガラス仕様を選択してください。

④　ガラス中空層の種類を選択してください。

⑤　開口部の熱貫流率(Uw値)[W/(m²・K)]を小数点第2位まで入力してください。 
　　※ 計算式や関数での入力は行わないでください。
　　　 なお、内窓のUw値は、アルミの枠と単板ガラスを想定した外窓と合せて算出してください。

⑥　開口部の熱貫流率(Uw値)[W/(m²・K)]を入力すると、以下に該当するグレードが自動入力されます。
　　

⑦　室外側から数えて入力してください。二層目がない場合は空白のままにしてください(ゼロ“0”の入力は不可)。

⑧　製品ごとの試験法又は計算法を選択してください。

① ② ③ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧④

<注意事項>
1. 計算式や関数での入力は行わないでください。
2. 環境依存文字((株)やローマ数字)は使用しないでください。
3. ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えて記入してください。
例:I→I(アイ) II→II(アイアイ) V→V(ブイ) X→X(エックス) 
4. 黄色になるセルは全て入力してください。

複層 Low-E複層 Low-E三層 ダブルLow-E三層 その他

乾燥空気 アルゴンガス クリプトンガス 真空 その他

JIS A 4710 ISO 12567-1 JIS A 2102 WindEye その他

外窓・カバー工法窓(住宅用) 
　W1: 1.30以下
　W2: 1.31～1.60
　W3: 1.61～1.90
　W4: 1.91～2.33

内窓
　W5: 2.33以下

カバー工法窓(ビル用)
　W6: 2.33以下(防火仕様は2.91以下でも可とする。)

メーカー名が異なる製品は、シートをコピーのうえ別シートに入力してください。

外窓

樹脂製・外窓

木製・外窓

アルミ樹脂複合製・外窓

アルミ木複合製・外窓

樹脂木複合製・外窓

内窓
樹脂製・内窓

木製・内窓

カバー工法窓
（住宅用）

樹脂製・カバー（住宅用）

アルミ樹脂複合製・カバー（住宅用）

カバー工法窓
（ビル用）

その他の窓

樹脂製・カバー（ビル用）

アルミ樹脂複合製・カバー（ビル用）

樹脂製・カバー（ビル用・防火仕様）

アルミ樹脂複合製・カバー（ビル用・防火仕様）
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令和２年度（補正予算）既存住宅における断熱リフォーム支援事業

3. ガラス

＊1　(株)(有)等の省略をせずに、株式会社、有限会社と入力してください。
＊2　該当するガラスの名称を選択してください。
＊3　当該JISの過去３年以内に認証（認証維持審査によるものを含む）を受けている認証番号を記入してください。
＊4　代表製品の計算結果を提出してください。
＊5　過去3年以内に認証（認証維持審査によるものを含む）を受けているものを記入してください。
＊6　代表製品で性能評価した試験成績書を提出してください。

メーカー名・名称・規格等が異なる製品は、
シートをコピーのうえ別シートに入力してください。 「ガラスの名称」を選択すると、

 入力が必要な箇所が黄色表示されます。

・Low-E複層(JIS規格)
・ガス入りLow-E複層(JIS規格)
・その他Low-E複層(JIS規格準拠) 
・真空ガラス(JIS規格外)
・真空複層(JIS規格外) 
・その他(JIS規格外)

① ② ③ ⑤ ⑥④

①　製品名を入力してください。

②　JIS規格製品・JIS規格準拠製品は、「乾燥空気」、「アルゴンガス」、「クリプトンガス」、「その他」から選択してください。 
　　JIS規格外製品は、「真空」、「その他」から選択してください。

③　室外側から数えて入力してください。二層目がない場合は空白のままにしてください(ゼロ“0”の入力は不可)。

④　対象製品のアタッチメントの有無を選択してください。

⑤　ガラス中央部の熱貫流率(Ug値)[W/(m²・K)]を入力してください(四捨五入によって、有効数字2桁に丸めた数値)。
　　※ 計算式や関数での入力は行わないでください。

⑥　ガラス中央部の熱貫流率(Ug値)[W/(m²・K)]を入力すると、以下に該当するグレードが自動入力されます。 
　　G1: 1.5以下
　　G2: 1.6～2.3

有 無

乾燥空気 アルゴンガス クリプトンガス 真空

※JIS規格・JIS規格準拠製品のみ ※JIS規格外製品のみ
その他

<注意事項>
1. 計算式や関数での入力は行わないでください。
2. 環境依存文字((株)やローマ数字)は使用しないでください。
3. ローマ数字を使用する際は、それぞれ以下のアルファベットに置き換えて記入してください。
例:I→I(アイ) II→II(アイアイ) V→V(ブイ) X→X(エックス) 
4. 黄色になるセルは全て入力してください。
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